
地域コミュニティと連携した看護教育に関する
研究

研究テーマ

看護大学が社会資源の一つとして地域包括ケアシステムに貢献し、
地域住民と互恵性のある関係性を構築しながら、地域住民と一緒
に看護師育成ができるような教育方法の研究に取り組んでいきた
いと考えています

概要

地域で暮らす高齢者に通える場所があることは、高齢者の社会的
孤立を防ぐことや、地域コミュニティづくりに重要であると考え
ます。健康づくりを目的とし、世代背景が異なる地域高齢者・看
護学生・看護教員が交流する「通いの場」を提供します。そこで
世代間交流プログラムを実践し、参加した高齢者や看護学生への
効果を検証しながら、より良い世代間交流プログラムの開発に取
り組みます。

具体的な内容

令和8年度は「つながる健康ひろば＠県立看護大学」として、地域
在住高齢者に対し、健康チェック・健康ミニ講座・語り合いの内
容で世代間交流プログラムを実施します。
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